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論 文 内 容 の 要 旨

 リンパ球は，免疫応答を惹起するための中心的役割を

果すことが知られ，現在その機能的面から大きく2つの

subpopulationに分類された．

 すなわち，胸腺由来のTcell（thymus der五ved工ymp－

hocyte）と，骨髄由来のBce11（bQne marrow derived

Iymphocyte）からなり，前老は主として細胞性免疫に，

後者は体液性免疫に関与することが明らかとなった．

 なお近年，リンパ球はガラスまたはプラスチック容器

の表面に付着するもの（Adherent celh A ce11）と付着

しないもの（Non－adherent cell：Non－A ce11）とに分け

られることがわかり，これらの細胞の免疫学的機能は，

主としてマウスを使用して解明されつつある．しかし，

ヒトにおいてはいまだ詳しい報告がみられていない．著

者は，ヒト末梢血リンパ球をAce11， Non－A cellに分

画し，それぞれの分画細胞についての免疫学的役割を検

討し，次のような結果をえた．

 1） ヒト末梢血リンパ球をプラスチック表廊こ付着さ

せた結果，付着する細胞（Adherent cell）と，しない細

胞（Non・adherent c ell）aこ分かれた．

 2）Acell fraction中には， T ce11とBcellの両

：方がほぼ同じ割合で含まれていたが，Non－A Cellは，

PHAの反応性， rosette形成，電顕所見からみると，

Tce11のsubpopulationと考えられた．

 3）Non－A ce11は，形態学的にはAcellとは違い，

核は不規則で，細胞膜表面に穎粒様物質を有していた．

また，この細胞は，ant三huma蝋β2・microglobuli敷を用い

た蛍光抗体法によって82沼％が陽性を示した．

 4）Non・A ce11は， Phagocytic ce11ではなく，それ

らの細胞は，Acell fraction中に認められた．

 5）細胞培養の結果，Acellの数は増加したが， Non－

Acellには変化を認めなかった，また，これらの細胞

培養液中には，γ一globulinの産生は認められなかった．

 6）Acellは， PHA， PWMの両方に反応したが，

全細胞（分画．以前の細胞）に比べて低い値を示した．

Non・A cellは， PHAには反応したが， PWMに対し

てはきわめて低い反応を示した．また，AcellにNon－

Ace11を加えて，それぞれのphytomitogenに反応さ

せた場合，正常な値をえた．このことからNGn－A Ce11

は，in vitroで， T cellとBcellの免疫応答を正常に

保つための‘‘auxiHary CelP，と考えられる．

 7）Rosette formationを用いて，Acell， Non－A celI

を比較した場合，Non－A ce11はearly rosetteを形成し

た．とくに胃癌患者におけるNon・A cell rosetteは，

正常者のものより高い値を示した．これらのことから，

NQn・A cellは，童n vivoにおいてはactivated T cel里と

して存在すると考えられる．

 8）Non－A cellは， HLA antigenをまったく欠く

か，もっていても1つしか発見できなかった．Acell

は，1つまたは2つのHムAantigenを欠いていたが，

Non・A ce！1とA．cellを混合して反応させると，4つの

肌Aantigenが整った．このことから考えると，Non－A

Cellは， HLA antigenに対しても‘‘aux｛liary ceU，，と
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して働く可能性があると考えられる．

9）Non－A cellは， stero三dの大量投与により増加の

傾向を示したことから，この細胞はBone marrow由来

のTcellの可能性もあると考えられる．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，ヒト末梢リンパ球のプラスチック表面付着性に基く分画に対して，胸腺由来性，骨髄由

来性の両成分の性状を検討し，その結果，プラスチック粘着性のない成分は免疫応答を正常に保つ作

用を示すことを見出したもので，輸血，移植の分野に貢献する学術上価値ある論文と認める．
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